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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。 

２．当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に

該当するため、第３四半期連結会計期間に係る損益関係指標については、「第５ 経理の状況 ２ その他 (1)第

３四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書」に基づいて記載しております。 

３．第８期第３四半期連結会計期間及び第７期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、四

半期（当期）純損失が計上されているため記載しておりません。 

  

回次 
第８期

第３四半期連結
累計期間 

第８期
第３四半期連結

会計期間 
第７期

会計期間 

自 平成20年
４月１日 

至 平成20年 
12月31日 

自 平成20年
10月１日 

至 平成20年 
12月31日 

自 平成19年
４月１日 

至 平成20年 
３月31日 

経常収益 (百万円)  835,067  297,792  1,156,992

正味収入保険料 (百万円)  632,493  202,016  871,589

経常利益（△損失） (百万円)  4,539  △6,934  △8,618

四半期（当期）純利益

（△損失） 
(百万円)  5,738  △19  △3,172

純資産額 (百万円) －  284,737  422,392

総資産額 (百万円) －  2,834,188  2,987,234

１株当たり純資産額 (円) －  387.57  574.83

１株当たり四半期（当

期）純利益（△損失） 
(円)  7.81  △0.02  △4.31

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益 
(円)  7.81  －  －

自己資本比率 (％) －  10.04  14.13

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
(百万円)  8,035 －  90,243

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
(百万円)  12,190 －  △52,190

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
(百万円)  △7,755 －  △7,614

現金及び現金同等物の 

四半期末（期末）残高 
(百万円) －  135,406  127,841

従業員数 (人) －  9,880  9,534
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当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容に重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社に異動はありません。  

  

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

（注）１．従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時従業員数は〔 〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。 

２．臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。 

(2）提出会社の状況 

（注）１．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時従

業員数は〔 〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

２．臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いております。 

  

  （平成20年12月31日現在）

従業員数（人） 9,880  [2,545]

  （平成20年12月31日現在）

従業員数（人） 9,120  [2,484]
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第２【事業の状況】 

１【保険引受の状況】 

(1）損害保険事業の状況 

①  元受正味保険料（含む収入積立保険料） 

（注）１．諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

２．元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を控

除したものであります（積立保険の積立保険料を含む）。 

②  正味収入保険料 

（注）諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

   

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

金額 
（百万円） 

構成比
（％） 

対前年増減
(△)率（％）

金額
（百万円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
(△)率（％）

火災  103,658  14.79 －  36,461  16.10 － 

海上  4,053  0.58 －  1,114  0.49 － 

傷害  66,459  9.48 －  22,725  10.03 － 

自動車  362,342  51.69 －  118,542  52.32 － 

自動車損害賠償責任  103,359  14.75 －  29,609  13.07 － 

その他  61,030  8.71 －  18,107  7.99 － 

合計  700,904  100.00 －  226,560  100.00 － 

(うち収入積立保険料)  (41,685)  (5.95) (－)  (14,619)  (6.45) (－) 

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

金額 
（百万円） 

構成比
（％） 

対前年増減
(△)率（％）

金額
（百万円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
(△)率（％）

火災  75,639  11.96 －  26,099  12.92 － 

海上  4,277  0.68 －  1,229  0.61 － 

傷害  34,919  5.52 －  10,994  5.44 － 

自動車  365,463  57.78 －  119,351  59.08 － 

自動車損害賠償責任  93,309  14.75 －  26,226  12.98 － 

その他  58,886  9.31 －  18,114  8.97 － 

合計  632,495  100.00 －  202,016  100.00 － 
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③  正味支払保険金 

（注）諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

  

(2）生命保険事業の状況 

① 保有契約高 

（注）１．諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

２．個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約

の責任準備金を合計したものであります。 

３．団体年金保険については、責任準備金の金額であります。 

② 新契約高 

（注）１．諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。 

２．新契約の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資であります。 

  

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

金額 
（百万円） 

構成比
（％） 

対前年増減
(△)率（％）

金額
（百万円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
(△)率（％）

火災  25,017  6.66 －  9,229  7.13 － 

海上  1,837  0.49 －  548  0.42 － 

傷害  16,281  4.33 －  5,313  4.11 － 

自動車  215,766  57.43 －  75,314  58.22 － 

自動車損害賠償責任  76,126  20.26 －  25,308  19.56 － 

その他  40,704  10.83 －  13,655  10.56 － 

合計  375,733  100.00 －  129,370  100.00 － 

区分 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

金額 
 (百万円) 

対前年度末比
 増減(△)率（％）

金額
(百万円) 

個人保険  5,080,297  6.86  4,754,091

個人年金保険  246,490  5.03  234,687

団体保険  2,032,158  10.29  1,842,507

団体年金保険  518  △7.62  561

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

新契約＋ 
転換による
純増加 

(百万円) 

新契約
  
  

(百万円) 

転換による
純増加 

  
(百万円) 

新契約＋
転換による
純増加 
(百万円) 

新契約 
  
  

(百万円) 

転換による
純増加 

  
(百万円) 

個人保険  774,417  774,417     －  310,782  310,782     － 

個人年金保険  24,715  24,715    －  8,618  8,618     － 

団体保険  14,859  14,859 －  3,828  3,828     － 
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当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

なお、当社は、平成21年１月23日、ニッセイ同和損害保険株式会社、三井住友海上グループホールディングス株式

会社及び三井住友海上火災保険株式会社との間で、経営統合及び業務提携に関する協議を進めることについて合意い

たしました。詳細は、「第５ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（重要な後発事象）」に記載のとお

りであります。 

  

２【経営上の重要な契約等】 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の世界的金融危機の中、株価の急落や円高の進行など

を要因に、景気後退局面の長期化が現実味を増すなど、大変厳しい経済環境に直面しております。  

事業の種類別セグメント毎の業績は次のとおりであります。 

  
① 損害保険事業  

当社グループの主要事業である損害保険市場を取り巻く環境につきましては、自動車販売の急激な減少や住宅着

工件数の停滞、また運用環境におきましても株式市場の低迷等、大変厳しい事業環境となっております。 

このような中、当社は前期から取り組んでまいりました「全社品質向上活動」の展開を通じて収集した“お客様

の声”を反映し、平成20年４月より、わかりやすい自動車保険及び先進医療補償を充実させた健康総合保険を開発

し、販売を開始いたしました。また、平成20年10月には、日常生活を巡るさまざまなリスクへ備える家庭総合保険

をわかりやすさの観点で改定するなど、特長ある家計分野商品を順次投入しております。これにより、自動車保険

のノンフリート契約台数は自動車販売台数が減少する中で拡大を続けており、自動車保険を起点としたクロスセル

（複合販売）を推進するための態勢が整いつつあります。 

海外におきましては、Aioi Motor and General Insurance Company of Europe Limited（以下「AMaGIC社」とい

います。）が、トヨタ自動車株式会社の金融子会社であるトヨタファイナンシャルサービス株式会社と一体になっ

て、「Ｆ＆Ｉ事業」（トヨタ車ユーザー向けの金融と自動車保険等の一体サービス）に取り組んでおり、収入保険

料・収益両面の拡大を図るべく事業基盤の強化に努めております。 

この結果、正味収入保険料は2,020億円、経常収益は2,867億円、経常損失は72億円となりました。 

  
② 生命保険事業 

あいおい生命保険株式会社におきましては、従来の主力商品である「新スーパー終身プレミアム」と「ジャスト

ワンα」につきまして、お客様からのご要望を採り入れ、万一の場合、遺されたご家族が毎月の生活資金を受け取

ることができる収入保障に生前保障を加えた「プレミアムＷ」と「ジャストワンＷ」を平成20年６月より販売して

おります。なお、上記２商品の新規ご契約件数に応じた金額をワクチン等の購入費用として、社会貢献活動費の中

から認定ＮＰＯ法人「世界の子どもにワクチンを 日本委員会（ＪＶＣ）」へ寄付し、“世界の子どもにワクチン

を贈る”活動を支援しております。 

海外におきましては、AMaGIC社の子会社Aioi Life Insurance of Europe AGを通じて、ローンを利用してトヨタ

車を購入されるユーザー向けの信用生命保険の引き受けを行っております。 

この結果、生命保険料は175億円、経常収益は193億円、経常利益は２億円となりました。 
  

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の経常収益は 億円、経常損失は 億円となり、これに特別利益、

特別損失、法人税及び住民税等、法人税等調整額並びに少数株主損失を加減した四半期純損失は０億円となりまし

た。 

                                             
 (2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、 億円の支出となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、

億円の収入となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、２億円の支出となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、 億円となりました。 

  
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

 (4) 研究開発活動 

該当事項はありません。  

  

2,977 69

249

333

1,354
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。  

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は、次のとおりでありま

す。  

  

会社名 
設備名 

所在地 
事業の種類別
セグメントの
名称 

内容

投資予定金額
資金調達
方法 

着手及び完了予定

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

提出会社 

甲府第一ビル 
山梨県甲府市 損害保険事業 改修工事  238  － 自己資金 平成20年10月 平成21年３月

提出会社 

和泉データ 

ハウス  

大阪府和泉市 損害保険事業 増築工事  417  － 自己資金 平成21年１月 平成21年８月
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  2,000,000,000

計  2,000,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  756,201,411  756,201,411

東京証券取引所 

（市場第一部） 

大阪証券取引所 

（市場第一部） 

名古屋証券取引所 

（市場第一部） 

単元株式数は

1,000株であり

ます。 

計  756,201,411  756,201,411 － － 
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会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

平成20年６月26日取締役会決議 

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式の数は1,000株であります。 

２．「１（1）②発行済株式」の「内容」欄に記載のとおりであります。  

３．当社が株式分割、株式無償割当又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するも

のとします。ただし、かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる

株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとします。  

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率 

また、上記のほか、割当日後、株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、合理的な範囲

で当社は必要と認める株式数の調整を行います。 

４．当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限ります。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（以上を総称して以下「組織再編成行為」といいます。）をする場合において、組織再編成行為の効力発生の

時点において残存する募集新株予約権の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項

第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編成対象会社」といいます。）の新株予約権を以下の条件

に基づきそれぞれ交付することとします。この場合において、募集新株予約権は消滅するものとします。ただ

し、以下の条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分

割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとします。 

(1) 交付する再編成対象会社の新株予約権の数 

組織再編成行為の効力発生の時点において残存する募集新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権

の数と同一の数をそれぞれ交付するものとします。 

(2) 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の種類  

再編成対象会社の普通株式とします。 

(3) 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数 

組織再編成行為の条件等を勘案のうえ、（注）３に準じて決定します。 

（２）【新株予約権等の状況】 

  
第３四半期会計期間末現在 

（平成20年12月31日） 

新株予約権の数 235個 （注）１参照 

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 （注）２参照 

新株予約権の目的となる株式の数 235,000株 （注）３参照 

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり １円 

新株予約権の行使期間 
自 平成20年７月29日 

至 平成50年７月28日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 

発行価格   543円 

資本組入額  272円 

新株予約権の行使の条件 

①新株予約権者は、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位

をも喪失した日の翌日以降10日間に限り、新株予約権を行使す

ることができる。 

②新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使するこ

とができるものとする。かかる相続人による新株予約権の行使

の条件は、下記③の契約に定めるところによる。 

③その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と新

株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定める

ところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
譲渡による新株予約権の取得については、取締役会の承認を要

する。 

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４参照 
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(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額  

交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編成行為の条件等を勘案のうえ、

調整した再編成後の行使価額に新株予約権の目的である株式の数を乗じて得られる金額とします。 

(5) 新株予約権を行使することができる期間  

新株予約権の行使期間の開始日と組織再編成行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、新株予約権の

行使期間の満了日までとします。 

(6) 譲渡による新株予約権の取得の制限  

譲渡による新株予約権の取得については、再編成対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとし

ます。 

(7) 新株予約権の行使の条件  

前記の表の「新株予約権の行使の条件」に準じて決定します。 

(8) 再編成対象会社による新株予約権の取得事由  

当社が新株予約権を発行する場合の新株予約権の取得事由に関する以下の取扱いに準じて決定します。 

①当社は、新株予約権者が前記の表の「新株予約権の行使の条件」の権利行使の条件に該当しなくなった

等により権利を行使し得なくなった場合、新株予約権を無償で取得することができるものとします。 

②当社は、以下の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社の取締

役会決議がなされた場合）は、取締役会が別途定める日に、新株予約権を無償で取得することができま

す。 

イ 当社が消滅会社となる合併契約承認の議案 

ロ 当社が分割会社となる会社分割契約又は会社分割計画承認の議案 

ハ 当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案 

③新株予約権者が新株予約権割当契約の条項に違反した場合、当社は新株予約権を無償で取得することが

できます。 

  

該当事項はありません。  

  

  

（３）【ライツプランの内容】 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（千株） 

発行済株式
総数残高 
（千株） 

資本金
増減額 

(百万円) 

資本金残高
  

（百万円） 

資本準備金 
増減額 
（百万円） 

資本準備金
残高 
（百万円） 

平成20年10月１日～ 
平成20年12月31日 

 －  756,201  －  100,005  －  44,081

（５）【大株主の状況】 

当第３四半期会計期間において、アーノルド・アンド・エス・ブレイクロウダー・アドバイザーズ・エルエル

シーから平成20年11月14日付で提出された大量保有報告書の変更報告書により、平成20年11月11日現在で以下の

株式を所有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所

有株式数の確認ができません。 

  

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合 

（％） 

アーノルド・アンド・エス・

ブレイクロウダー・アドバイ

ザーズ・エルエルシー 

1345 Avenue of the Americas, New York,

NY 10105－4300 U.S.A. 
 83,725  11.07
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当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株含まれております。また、「議

決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個が含まれております。 

  

②【自己株式等】 

（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株あります。 

なお、当該株式数は、①［発行済株式］の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式に含まれております。 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

（６）【議決権の状況】 

  （平成20年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  21,799,000 － 

「１（1）②発行済株式」

の「内容」欄に記載のと

おりであります。 

完全議決権株式（その他） 普通株式 730,821,000  730,821 同上 

単元未満株式 普通株式  3,581,411 － － 

発行済株式総数  756,201,411 － － 

総株主の議決権 －  730,821 － 

  （平成20年12月31日現在）

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

あいおい損害保険 

株式会社  

東京都渋谷区恵比寿 

一丁目28番１号  
 21,799,000  －  21,799,000  2.88

計 －  21,799,000  －  21,799,000  2.88

２【株価の推移】 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  665  676  709  588  571  597  540  498  486

最低（円）  553  586  563  504  477  456  276  294  338

３【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号) 並びに同規則第61条及び第82条の規定に基づき「保険業法施行規則」 (平成８年大蔵省令第５号) に準拠

して作成しております。 

２．四半期連結会計期間に係る損益の状況について 

 当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該当

するため、当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）に係る損益の状況について

は、「２ その他」に記載しております。  

３．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日

至 平成20年12月31日）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

現金及び預貯金 140,520 105,877

コールローン － 20,000

買現先勘定 2,599 7,988

買入金銭債権 21,431 29,736

金銭の信託 7,319 2,222

有価証券 ※2  1,725,455 ※2  1,959,337

貸付金 359,088 349,852

有形固定資産 ※1  150,095 ※1  151,620

無形固定資産 8,487 7,261

その他資産 228,176 238,027

繰延税金資産 189,875 114,659

支払承諾見返 3,000 3,000

貸倒引当金 △1,860 △2,350

資産の部合計 2,834,188 2,987,234

負債の部   

保険契約準備金 2,376,554 2,365,349

支払備金 313,991 327,971

責任準備金等 2,062,563 2,037,378

その他負債 147,263 ※2  162,993

退職給付引当金 20,902 19,961

役員退職慰労引当金 45 1,231

賞与引当金 248 4,668

特別法上の準備金 1,437 7,637

価格変動準備金 1,437 7,637

支払承諾 3,000 3,000

負債の部合計 2,549,451 2,564,841

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,005 100,005

資本剰余金 44,092 44,088

利益剰余金 184,076 185,836

自己株式 △7,941 △7,800

株主資本合計 320,232 322,128

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △35,566 99,129

為替換算調整勘定 △133 927

評価・換算差額等合計 △35,699 100,056

新株予約権 66 －

少数株主持分 137 207

純資産の部合計 284,737 422,392

負債及び純資産の部合計 2,834,188 2,987,234
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（２）【四半期連結損益計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

経常収益 835,067

保険引受収益 756,437

（うち正味収入保険料） 632,493

（うち収入積立保険料） 41,685

（うち積立保険料等運用益） 16,421

（うち生命保険料） 53,705

（うち支払備金戻入額） 11,681

資産運用収益 76,452

（うち利息及び配当金収入） 40,945

（うち金銭の信託運用益） 285

（うち売買目的有価証券運用益） 36

（うち有価証券売却益） 51,519

（うち積立保険料等運用益振替） △16,421

その他経常収益 2,177

経常費用 830,528

保険引受費用 638,132

（うち正味支払保険金） 375,733

（うち損害調査費） ※1  28,636

（うち諸手数料及び集金費） ※1  120,945

（うち満期返戻金） 72,857

（うち生命保険金等） 9,396

（うち責任準備金等繰入額） 26,325

資産運用費用 73,852

（うち有価証券売却損） 12,059

（うち有価証券評価損） 35,774

（うち金融派生商品費用） 8,672

営業費及び一般管理費 ※1  118,023

その他経常費用 520

（うち支払利息） 39

経常利益 4,539

特別利益 6,725

特別法上の準備金戻入額 6,199

価格変動準備金戻入額 6,199

その他 526

特別損失 ※2  782

税金等調整前四半期純利益 10,482

法人税及び住民税等 3,965

法人税等調整額 849

少数株主損失（△） △70

四半期純利益 5,738
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 10,482

減価償却費 8,895

減損損失 320

支払備金の増減額（△は減少） △11,681

責任準備金等の増減額（△は減少） 26,325

貸倒引当金の増減額（△は減少） △484

退職給付引当金の増減額（△は減少） 941

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,185

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,419

価格変動準備金の増減額（△は減少） △6,199

利息及び配当金収入 △40,945

有価証券関係損益（△は益） △3,661

支払利息 39

為替差損益（△は益） 3,011

有形固定資産関係損益（△は益） △63

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）
の増減額（△は増加） 4,632

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）
の増減額（△は減少）

△28,311

その他 6,631

小計 △35,673

利息及び配当金の受取額 38,630

利息の支払額 △38

法人税等の支払額 5,116

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,035

投資活動によるキャッシュ・フロー  

預貯金の純増減額（△は増加） △2,638

買入金銭債権の取得による支出 △11

買入金銭債権の売却・償還による収入 8,158

金銭の信託の増加による支出 △7,329

金銭の信託の減少による収入 2,300

有価証券の取得による支出 △514,109

有価証券の売却・償還による収入 547,515

貸付けによる支出 △70,602

貸付金の回収による収入 60,961

その他 △4,034

資産運用活動計 20,210

営業活動及び資産運用活動計 28,246

有形固定資産の取得による支出 △6,863

有形固定資産の売却による収入 1,595

その他 △2,752

投資活動によるキャッシュ・フロー 12,190
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の処分による収入 28

自己株式の取得による支出 △164

配当金の支払額 △7,344

その他 △275

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,755

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,905

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,564

現金及び現金同等物の期首残高 127,841

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  135,406
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

会計処理基準に関する事項の

変更 

(1)「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用 

第１四半期連結会計期間から、「連結

財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告第18号 平成18年５月17日）を適用

し、連結決算上必要な修正を行っており

ます。  

これによる損益に与える影響は軽微で

あります。  

(2)「リース取引に関する会計基準」の適

用 

所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりまし

たが、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号 平成19年３月30

日改正）及び「リース取引に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第16号 平成19年３月30日改正）が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年

度から適用されることになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理によってお

ります。 

また、所有権移転外ファイナンス・リ

ース取引に係るリース資産の減価償却の

方法については、リース期間を耐用年数

とし、残存価額を零とする定額法を採用

しております。 

これによる損益に与える影響は軽微で

あります。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額は 百万円で

あります。 

  

170,428 ※１．有形固定資産の減価償却累計額は166,636百万円、

圧縮記帳額は7,689百万円であります。 

なお、当連結会計年度において換地処分として取得

した有形固定資産について、取得価額から控除した圧

縮記帳額は65百万円であります。 

    

※２．担保に供している資産は、有価証券 百万円で

あります。 

49,224 ※２．担保に供している資産は、有価証券57,478百万円で

あります。これは、その他負債に計上した借入金58百

万円の担保のほか、信用状発行の担保及びデリバティ

ブ取引の担保等として差し入れているものでありま

す。 

    

 ３．債務保証及び保証類似行為は、次のとおりでありま

す。 

 ３．債務保証及び保証類似行為は、次のとおりでありま

す。 

（債務保証） 

 当社は、子会社であるAioi Insurance Company of 

Americaの保険引受に関して、 百万円の保証を行

っております。 

2,831

（債務保証） 

 当社は、子会社であるAioi Insurance Company of 

Americaの保険引受に関して、3,257百万円の保証を行

っております。 

（保証類似行為） 

 当社は、子会社であるDTRIC Insurance Company, 

Limitedとの間で、同社の純資産額が一定水準を下回

った場合、又は債務の支払いに必要な流動資産が不足

した場合に、同社に対して資金を提供すること等を約

したギャランティー・アグリーメントを締結しており

ます。なお、本契約は同社の債務支払いに関して保証

を行うものではありません。 

 当第３四半期連結会計期間末において同社の純資産

額は一定水準を超えており、かつ流動資産の不足も発

生しておりません。また、同社の当第３四半期連結会

計期間末における負債合計は 百万円、資産合計

は 百万円であります。 

4,644

7,263

（保証類似行為） 

 当社は、子会社であるDTRIC Insurance Company, 

Limitedとの間で、同社の純資産額が一定水準を下回

った場合、又は債務の支払いに必要な流動資産が不足

した場合に、同社に対して資金を提供すること等を約

したギャランティー・アグリーメントを締結しており

ます。なお、本契約は同社の債務支払いに関して保証

を行うものではありません。 

 当連結会計年度末において同社の純資産額は一定水

準を超えており、かつ流動資産の不足も発生しており

ません。また、同社の当連結会計年度末における負債

合計は5,196百万円、資産合計は8,272百万円でありま

す。 

（四半期連結損益計算書関係） 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１．事業費の主な内訳は、次のとおりであります。 

代理店手数料等 百万円107,913

給与 百万円60,039

 なお、事業費は四半期連結損益計算書における損害

調査費、営業費及び一般管理費並びに諸手数料及び集

金費の合計であります。 

  

※２．特別損失は、固定資産処分損461百万円及び減損損

失320百万円であります。  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。 

(平成20年12月31日) 

  

現金及び預貯金 百万円140,520

買現先勘定 百万円2,599

当座借越 百万円△24

預入期間が３カ月を超える定
期預金 

百万円△7,688

現金及び現金同等物 百万円135,406

  ２．投資活動によるキャッシュ・フローには、保険事業

に係る資産運用業務から生じるキャッシュ・フローを

含んでおります。 
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（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平

成20年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

普通株式 千株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式   千株 

  

３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高 

ストック・オプションとしての新株予約権    百万円（提出会社66百万円） 

  

４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額  

  

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの 

該当事項はありません。  

  

756,201

22,055

66

決議 
株式の 
種類 

配当金の
総額 

１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日 

定時株主総会 
普通株式 7,344百万円 10円 

平成20年 

３月31日 

平成20年 

６月27日 
利益剰余金
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

（注）１．事業区分は、当社及び連結子会社における業務の実態を勘案して区分しております。 

２．各事業区分の主要な事業内容 

損害保険事業・・・損害保険引受業務及び資産運用業務 

生命保険事業・・・生命保険引受業務及び資産運用業務 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 全セグメントの経常収益の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

  

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

  
損害保険事業
（百万円） 

生命保険事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去 
（百万円） 

連結
（百万円） 

経常収益  784,266  59,813  844,080  △9,012  835,067

経常利益  3,205  1,334  4,539  △0  4,539

【所在地別セグメント情報】 

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高（経常収益）が、連結売上高（経常収益）の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

 該当事項はありません。 

２．責任準備金対応債券で時価のあるもの 

３．その他有価証券で時価のあるもの 

（注） 

４．その他有価証券の減損 

  

種類 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

四半期連結 
貸借対照表 
計上額 

（百万円） 

時価
  
  

（百万円） 

差額
  
  

（百万円） 

連結貸借対
照表計上額 

  
（百万円） 

時価 
  
  

（百万円） 

差額 
  
  

（百万円） 

 公社債  294,563  310,602  16,038  272,225  279,740  7,514

 外国証券   3,038  3,284  246  2,971  3,181  210

 合計  297,601  313,887  16,285  275,197  282,922  7,725

種類 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

取得原価 
  
  

（百万円） 

四半期連結
貸借対照表 
計上額 

（百万円） 

差額
  
  

（百万円） 

取得原価
  
  

（百万円） 

連結貸借 
対照表 
計上額 

  
（百万円） 

差額 
  
  

（百万円） 

 公社債  670,894  688,947  18,052  782,994  795,322  12,327

 株式  278,137  287,045  8,908  239,430  405,487  166,056

 外国証券  379,006  315,109  △63,897  390,852  374,696  △16,156

 その他  133,302  114,971  △18,330  109,484  102,562  △6,921

 合計  1,461,341  1,406,075  △55,266  1,522,762  1,678,068  155,306

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

四半期連結貸借対照表において買入金銭債権

として処理されている貸付債権信託受益権等を

「その他」に含めております。 

連結貸借対照表において買入金銭債権として

処理されている貸付債権信託受益権等を「その

他」に含めております。 

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

当社及びあいおい生命保険株式会社において、そ

の他有価証券について35,774百万円の減損処理を行

っております。 

なお、当社及び国内連結子会社は、時価のあるそ

の他有価証券の減損処理にあたって、原則として、

第３四半期連結会計期間末の時価が取得原価に比べ

て30％以上下落したもの全てを対象としておりま

す。 

当社及びあいおい生命保険株式会社において、そ

の他有価証券について12,512百万円の減損処理を行

っております。 

なお、その他有価証券の減損処理にあたって、期

末日の時価が取得原価に比べて30％以上下落したも

の全てを対象としております。 
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１．満期保有目的の金銭の信託 

 該当事項はありません。 

２．運用目的、満期保有目的以外の金銭の信託 

  

  

（金銭の信託関係） 

  
当第３四半期連結会計期間末

(平成20年12月31日) 
前連結会計年度末 

(平成20年３月31日） 

  取得原価
  
 

（百万円）

四半期連結
貸借対照表
計上額 

（百万円）

差額
  
 

（百万円）

取得原価
  
  

（百万円）

連結貸借対 
照表計上額 

 
（百万円） 

差額
  
  

（百万円）

 金銭の信託  2,220  1,862  △358  2,191  2,022  △169

（デリバティブ取引関係） 

  デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益の状況 

  

対象物の種類 取引の種類 

当第３四半期連結会計期間末 

（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 

(平成20年３月31日) 

契約額等 
（百万円）

時価 
(百万円) 

評価損益 
(百万円) 

契約額等 
（百万円）

時価 
(百万円) 

評価損益 
(百万円) 

 通貨 為替予約取引                               

  買建  69,494  70,934  1,439  77,170  75,206  △1,963

                              

 金利 金利スワップ

取引 
 3,500  178  178  3,500  153  153

                              

 その他 クレジット 
デリバティブ
取引 

                              

  売建  142,545  △48,507  △48,507  158,665  △43,490  △43,490

                              

  合計  －  －  △46,889  －  －  △45,300
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

２．１株当たり四半期純利益等 

（注）１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。 

  

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 387.57円 １株当たり純資産額 574.83円 

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 
前連結会計年度末

（平成20年３月31日） 

純資産の部の合計額 （百万円）  284,737  422,392

純資産の部の合計額から控除す

る金額 
（百万円）  203  207

（うち新株予約権） （百万円）  (66) (－) 

（うち少数株主持分） （百万円）  (137)  (207)

普通株式に係る四半期連結会計

期間末（連結会計年度末）の純

資産額 

（百万円）  284,533  422,185

１株当たり純資産額の算定に用

いられた四半期連結会計期間末

（連結会計年度末）の普通株式

の数 

（千株）  734,145  734,449

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純利益 7.81円 

潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益 
7.81円 

    
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

 (1)１株当たり四半期純利益   

四半期純利益 （百万円）  5,738

普通株主に帰属しない金額 （百万円）     － 

普通株式に係る四半期純利益 （百万円）  5,738

普通株式の期中平均株式数 （千株）  734,377

 (2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益   

四半期純利益調整額 （百万円）  －

普通株式増加数 （千株)       69

（うち新株予約権） （千株)   (69)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要  

──────  

   

2009/02/16 18:30:1808529007_第３四半期報告書_20090216182915



（重要な後発事象） 

  

当第３四半期連結会計期間
（自  平成20年10月１日 

    至  平成20年12月31日） 

当社は、平成21年１月23日、ニッセイ同和損害保険株式会社、三井住友海上グループホールディングス株式会社

及び三井住友海上火災保険株式会社との間で、経営統合及び業務提携に関する協議を進めることについて合意し、

「経営統合および業務提携に関する覚書」を締結いたしました。また、当社は、本覚書締結と同時に、ニッセイ同

和損害保険株式会社との間で、「合併に関する覚書」を締結いたしました。これらの覚書の要旨は以下のとおりで

あります。 

１．目的 

(1) 経営統合及び業務提携の目的 

スピード感を持って飛躍的に事業基盤及び経営資源の質・量の強化・拡大を図ることにより、グローバ

ルに事業展開する世界トップ水準の保険金融グループを創造して、持続的な成長と企業価値向上の実現を

目的とするものであります。 

(2) 合併の目的 

経営統合により実現する新たな保険金融グループの中核会社としてグループ企業価値の向上を追求する

ため、当社及びニッセイ同和損害保険株式会社の強みを発揮し、お客様からの確かな信頼を基に発展する

ことを目的とするものであります。 

２．方法 

当社及びニッセイ同和損害保険株式会社は、三井住友海上グループホールディングス株式会社との間で、

それぞれ同社を株式交換完全親会社とする株式交換を行うことにより経営統合を実施いたします。また、当

社及びニッセイ同和損害保険株式会社は、本経営統合と同日に合併いたします。 

３．時期 

株主総会の承認及び関係当局の認可等を前提として、平成22年４月の経営統合及び合併を目指します。  
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２【その他】 
（1）第３四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書

当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該
当するため、当第３四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書については、四半期レビューを受けておりま
せん。  

  
 （注）上記は、第３四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書の金額から中間連結損益計算書の金額を

差し引いて作成しております。 

  （単位：百万円）

    
当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日) 

経常収益    297,792

保険引受収益    249,368

(うち正味収入保険料)    202,016

(うち収入積立保険料)    14,619

(うち積立保険料等運用益)    5,255

(うち生命保険料)    17,502

(うち支払備金戻入額)    10,942

資産運用収益    47,922

(うち利息及び配当金収入)    13,477

(うち金銭の信託運用益)    263

(うち売買目的有価証券運用益)    32

(うち有価証券売却益)    39,360

(うち積立保険料等運用益振替)   △5,255

その他経常収益    501

経常費用    304,726

保険引受費用    206,581

(うち正味支払保険金)    129,370

(うち損害調査費)    9,523

(うち諸手数料及び集金費)    38,960

(うち満期返戻金)    29,703

(うち生命保険金等)    3,020

(うち責任準備金等繰入額)   △7,550

資産運用費用    59,228

(うち有価証券売却損)    10,607

(うち有価証券評価損)    30,108

(うち金融派生商品費用)    2,505

営業費及び一般管理費    38,808

その他経常費用    108

(うち支払利息)    11

経常損失（△）   △6,934

特別利益    6,218

特別法上の準備金戻入額    6,199

価格変動準備金戻入額    6,199

その他     18

特別損失   △54

特別法上の準備金繰入額   △333

価格変動準備金繰入額   △333

その他     278

税金等調整前四半期純損失（△）   △660

法人税及び住民税等   △1,273

法人税等調整額    662

少数株主損失（△）   △29

四半期純損失（△）   △19
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 （セグメント情報） 

［事業の種類別セグメント情報］ 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

（注）１．事業区分は、当社及び連結子会社における業務の実態を勘案して区分しております。 

２．各事業区分の主要な事業内容 

損害保険事業・・・損害保険引受業務及び資産運用業務 

生命保険事業・・・生命保険引受業務及び資産運用業務 

  

［所在地別セグメント情報］ 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

 全セグメントの経常収益の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

  

［海外売上高］ 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高（経常収益）が、連結売上高（経常収益）の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

  

（１株当たり情報） 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、四半期純損失が計上されているため記載しておりま

せん。 

２．１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  
  
（2）その他  

 該当事項はありません。 

  

  
損害保険事業
（百万円） 

生命保険事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去 
（百万円） 

連結
（百万円） 

経常収益  286,744  19,325  306,070  △8,277  297,792

経常利益（△経常損失）  △7,230  296 △6,934  0  △6,934

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純損失 0.02円 

    
当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

四半期純損失 （百万円）  19

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － 

普通株式に係る四半期純損失 （百万円）  19

普通株式の期中平均株式数 （千株）  734,269
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

    平成21年２月６日

あいおい損害保険株式会社     

取 締 役 会 御 中     

  監査法人 トーマツ   

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 高山 宜門  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 樋口 義行  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 中島 紀子  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているあいおい損害保

険株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者に

あり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、あいおい損害保険株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

追記情報 

 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年１月23日、ニッセイ同和損害保険株式会社、三井住友海上

グループホールディングス株式会社及び三井住友海上火災保険株式会社との間で、経営統合及び業務提携に関する協議を

進めることについて合意し、「経営統合および業務提携に関する覚書」を締結した。また、同時に、ニッセイ同和損害保

険株式会社との間で、「合併に関する覚書」を締結した。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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